
「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
江
東

市
民
連
合
」
は
、
10
月
7
日
の
日

曜
の
午
後
、
豊
洲
の
ビ
バ
ホ
ー
ム

前
で
「
安
倍
９
条
改
憲

NO
！
憲

法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」
を

よ
び
か
け
る
宣
伝
行
動
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

江
東
市
民
連
合
・
岡
田
光
司
事

務
局
長
ら
４
人
が
マ
イ
ク
で
「
安

倍
自
民
党
は
今
秋
に
も
改
憲
発
議

を
狙
っ
て
い
る
」
「
戦
争
す
る
国
、

ス
ト
ッ
プ
！
の
声
を
署
名
に
託
し

て
く
だ
さ
い
」
「
平
和
憲
法
を
守

り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
道
行
く
人

た
ち
に
訴
え
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。

宣
伝
行
動
に
は
15
人
が
参
加
し
、

１
時
間
で
34
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

区
職
労
福
祉
支
部
か
ら
、
36
年

間
利
用
さ
れ
て
き
た
住
吉
の
児
童

会
館
が
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
取
り

壊
さ
れ
、
跡
地
の
４
分
の
３
に
５

階
建
て
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

４
分
の
１
に
３
階
建
て
の
複
合
施

設
と
し
て
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
と
子
ど
も
図
書
館
を
設
置
す

る
計
画
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
休
止

中
の
児
童
劇
場
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
廃
止
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
職
員
や

利
用
者
の
親
な
ど
全
員
が
次
々
に

発
言
し
、
区
当
局
の
説
明
会
は
１

回
だ
け
、
意
見
交
換
会
の
メ
ン
バ
ー

に
公
募
が
少
な
く
区
民
参
加
の
在

り
方
が
お
座
な
り
、
子
ど
も
に
お

金
を
か
け
よ
う
と
せ
ず
、
特
に
児

童
劇
場
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
、

せ
っ
か
く
「
子
ど
も
仕
様
」
な
の

に
、
保
守
・
整
備
を
し
な
い
で
休

止
に
至
っ
て
い
る
実
態
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

区
内
に
19
か
所
あ
る
児
童
館
が

長
年
に
わ
た
り
果
た
し
て
き
た
役

割
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
居
場
所

で
あ
る
こ
と
、
子
ど
も
に
と
っ
て

充
実
し
た
「
余
暇
」
が
あ
る
こ
と

の
重
要
性
が
こ
も
ご
も
語
ら
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
親
の
意
識
が
変
化
し

て
い
る
昨
今
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育
ち
を
保
障
す
る
児
童
館

の
重
要
性
も
併
せ
て
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
！

児
童
会
館
の
存
続
求
め
る
シ
ン
ポ
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夏
の
酷
暑
が
信
じ
ら
れ
な

い
よ
う
な
秋
の
冷
気
は
、

衣
替
え
の
季
節
の
到
来
を

告
げ
て
い
ま
す
▼
安
倍
政

権
が
全
国
か
ら
５
千
人
と

い
わ
れ
る
創
価
学
会
員
や
、

小
池
都
知
事
ま
で
駆
り
出
し
て
大

激
戦
と
な
っ
た
沖
縄
県
知
事
選
と

市
長
選
な
ど
で
、
米
軍
新
基
地
建

設
を
許
さ
な
い
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

の
勝
利
は
、
安
倍
政
治
の
終
わ
り

の
始
ま
り
で
す
▼
総
裁
選
で
は
、

３
年
も
任
期
を
伸
ば
し
た
も
の
の
、

地
方
の
党
員
の
支
持
は
55
％
し
か

な
く
、
安
倍
首
相
の
「
一
強
体
制
」

に
身
内
か
ら
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
第
４
次
組
閣
も
、
時
代
錯

誤
の
国
家
神
道
を
信
奉
す
る
仲
間

を
寄
せ
集
め
、
憲
法
を
壊
し
、
消

費
税
10
％
の
強
行
に
突
き
す
す
み

ま
す
▼
共
産
党
の
５
中
総
で
は
、

安
倍
政
治
の
「
四
つ
の
大
破
た
ん
」

を
解
明
し
ま
し
た
。
政
治
モ
ラ
ル

の
退
廃
と
経
済
・
外
交
で
国
内
外

の
世
論
に
背
を
向
け
る
亡
国
の
強

権
政
治
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
地
方
選
の
結
果
は
、
保
革
を

こ
え
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
よ
う

に
不
屈
に
た
た
か
え
ば
、
安
倍
政

治
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
実
証
し
ま
し
た
▼
江
東
区
で
は
、

区
民
い
じ
め
を
続
け
る
山
﨑
区
政

の
与
党
で
日
本
会
議
に
所
属
す
る

議
員
が
本
会
議
で
「
自
衛
隊
の
存

在
が
日
本
の
平
和
を
守
っ
て
き
た
」

な
ど
と
安
倍
改
憲
を
支
持
す
る
発

言
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
の
地
方

選
で
、
地
方
自
治
体
か
ら
安
倍
政

権
に
追
従
す
る
自
公
議
員
を
追
い

だ
し
、
続
く
参
院
選
を
野
党
と
市

民
の
共
闘
に
よ
っ
て
与
党
を
少
数

派
に
追
い
込
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

に
…
。

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
20
日

か
ら
34
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
の
一
般
会
計
は
歳
入
２

０
３
５
億
円
、
歳
出
１
９
８
７
億

円
で
48
憶
円
の
黒
字
。
た
め
込
み

基
金
総
額
は
過
去

高
額
を
さ
ら

に
更
新
し
て
１
２
３
１
億
円
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
で
３
４

５
億
円
も
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
そ
の
前
の
４
年
間
と
比

べ
る
と
ほ
ぼ
４
・
4
倍
と
い
う
大

変
な
伸
び
方
で
す
。

一
方
同
じ
時
期
に
「
今
後
高
齢

者
が
増
え
る
か
ら
」
と
言
っ
て
敬

老
祝
い
金
の
支
給
額
を
減
ら
し
、

交
通
事
故
相
談
事
業
や
ひ
と
り
親

家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
、

私
立
高
校
入
学
資
金
融
資
制
度
を

次
々
廃
止
、
27
年
に
は
年
間
予
算

額
１
０
０
万
円
の
愛
の
杖
支
給
事

業
ま
で
「
杖
は
ど
こ
で
も
買
え
る
」

と
言
っ
て
廃
止
（
共
産
党
区
議
団

の
繰
り
返
し
の
要
求
で
翌
年
復
活
）

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
保
育
予
算
を
減
ら
す
た
め

に
、
区
立
保
育
園
３
園
を
民
営
化
、

保
育
園
給
食
の
調
理
業
務
の
民
間

委
託
も
拡
大
し
ま
し
た
。

「
住
民
福
祉
の
増
進
」
（
地
方

自
治
法
・
第
１
条
）
と
い
う
自
治

体
本
来
の
役
割
を
投
げ
捨
て
、
区

民
の
た
め
の
仕
事
を
徹
底
的
に
切

り
縮
め
、
た
め
込
み
を
加
速
さ
せ

る
山
﨑
区
長
と
こ
れ
を
推
進
し
て

き
た
自
民
、
公
明
両
党
の
区
政
運

営
の
逆
立
ち
ぶ
り
は
異
常
で
す
。

来
年
４
月
の
区
議
選
で
は
日
本

共
産
党
８
名
の
区
議
団
を
実
現
し
、

住
民
の
声
が
届
く
区
政
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
治
体
の
本
旨
を
投
げ
捨
て

「
た
め
込
み
」
を
加
速

９
月
30
日
、
江
東
区
職
労
福
祉
支
部
主
催
で
、
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
江
東
区
の
児
童
会
館
の
存
続
を
求
め
、
児
童
会
館
の
跡
地
問
題
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
児
童
館
職
員
、
利
用
者
の
親

な
ど
21
人
が
参
加
、
報
告
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
東
市
民
連
合
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
９
・
30
～
10
・
３
）

で
、
初
め
て
韓
国
・

ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
ま

し
た
。
日
本
の
植
民

地
支
配
、
韓
国
の
軍

事
独
裁
・
腐
敗
政
権

と
命
を
か
け
て
た
た

か
っ
て
き
た
韓
国
の

歴
史
の
積
み
重
ね
の

う
え
に
、
今
や
市
民
民
主
主
義
が

息
づ
き
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
る
と
い
う
、

韓
国
の
変
革
過
程
の
内
実
の
一
端

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

思
い
で
す
。

韓
国
そ
の
も
の
の
歴
史
を
伝
え

る
世
界
遺
産
の
宗
廟
、
景
福
宮
や

国
立
中
央
博
物
館
、
国
立
民
俗
博

物
館
の
見
学
で
、
韓
国
５
千
年
の

歴
史
、
中
世
か
ら
の
王
朝
支
配
下

の
儒
教
を
背
景
に
し
た
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宗
廟
で

は
、
民
衆
に
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
漢
字
が
難
し
く
、
実
際
の
口
語

と
の
乖
離
も
大
き
い
た
め
、
国
王

自
ら
が
全
く
独
自
に
ハ
ン
グ
ル
文

字
を
つ
く
っ
た
と
の
説
明
を
聞
き

ま
し
た
。

安
重
根
義
士
記
念
館
、
西
大
門

刑
務
所
歴
史
館
、
戦
争
と
女
性
の

人
権
博
物
館
は
、
日
本
の
植
民
地

支
配
・
抑
圧
を
告
発
し
、
決
し
て

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
迫
っ

て
き
ま
す
。

「
性
奴
隷
」
と
い
わ
れ
る
人
権

抑
圧
を
告
発
す
る
「
水
曜
デ
モ
」

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
大
使

館
前
を
は
さ
む
道
路
の
対
面
に
置

か
れ
た
少
女
像
を
百
人
を
超
え
る

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
が
囲

む
よ
う
に
座
り
込
み
、
元
「
従
軍

慰
安
婦
」
の
お
二
人
が
テ
ン
ト
で

見
守
る
な
か
、
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
若
者
が
歌
や
演
説
で
入
れ
替
わ

り
立
ち
代
わ
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
の
で
す
。
歴
史
を
ご
ま
か
し
謝

罪
せ
ず
に
「
解
決
」
を
叫
ぶ
安
倍

政
権
に
、
日
韓
友
好
は
と
て
も
託

せ
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

韓国フィールドワークに参加して（上） 特別寄稿

江東市民連合事務局長 岡田光司



江
東
区
は
、
臨
海
部
を
中

心
と
し
た
大
企
業
の
区
画
整

理
事
業
や
再
開
発
事
業
な
ど
、

大
規
模
開
発
が
す
さ
ま
じ
い

勢
い
で
進
行
中
。
区
内
随
所

で
も
大
型
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
で
人
口
が
急
増
し
、

51
万
人
を
突
破
、
６
年
後
に

は
60
万
人
を
超
え
る
見
通
し

で
す
。

区
職
労
は
、
増
え
続
け
る

人
口
と
２
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
む

け
た
多
種
多
様
な
行
政
需
要

や
業
務
量
が
増
大
す
る
一
方

で
、
従
来
の
執
行
体
制
の
見

直
し
や
事
業
の
効

率
化
だ
け
で
は
、

業
務
に
支
障
を
き

た
す
だ
け
で
な
く

区
民
や
職
員
の
生

活
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
指
摘
。
そ
し

て
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
や
責
任
あ

る
区
政
運
営
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、

区
当
局
は
責
任
を
持
っ
て
、

職
員
増
な
ど
の
職
場
要
求
に

応
え
る
べ
き
と
求
め
て
い
ま

す
。運

動
方
針
は
、
自
治
体
労

働
者
と
し
て
人
間
ら
し
く
働

き
た
い
と
い
う
要
求
と
、
住

民
福
祉
向
上
な
ど
の
要
求
を

と
も
に
実
現
す
る
た
め
に
、

組
合
に
結
集
し
団
結
を
深
め

る
こ
と
、
非
正
規
・
自
治
体

関
係
労
働
者
の
組
織
化
を
進

め
る
こ
と
、
争
議
組
合
支
援
、

地
域
運
動
と
連
帯
し
て
運
動

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
な
ど

を
確
認
。

執
行
委
員
長
に
山
本
民
子

氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
は
、
今
年
度
の

組
合
員
の
拡
大
の
特
徴
は
労

働
相
談
を
通
じ
て
の
加
入
が

多
く
、
地
域
労
組
こ
う
と
う

と
江
東
区
労
連
の
専
従
体
制

が
２
人
と
な
り
、
常
時
３
人

で
労
働
相
談
を
行
っ
た
こ
と

が
成
果
の
要
因
と
分
析
。

次
期
大
会
ま
で
に
３
０
０

人
の
組
織
を
め
ざ
し
て
、
労

働
相
談
活
動
や
区
内
の
未
組

織
職
場
に
働
き
か
け
る
な
ど

の
活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
の
確
立
、
解
雇
規
制

法
の
制
定
、
雇
用
保
険
の
拡

充
、「
残
業
代
ゼ
ロ
」
等
労
働

法
制
改
悪
反
対
や
、
正
規
と

非
正
規
、
男
女
間
差
別
、
高

齢
者
・
障
害
者
雇
用
差
別
を

な
く
し
均
等
待
遇
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

組
合
員
が
い
る
職
場
で
企
業

内
最
低
賃
金
時
間
額
千
五
百

円
の
要
求
が
出
せ
る
よ
う
議

論
を
す
す
め
る
な
ど
の
基
本

方
針
も
決
め
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
ぜ
上
三
和
子
日

本
共
産
党
都
議
は
挨
拶
で
、

最
低
賃
金
問
題
で
都
労
働
局

に
、
①
最
低
賃
金
を
一
千
円

か
ら
千
五
百
円
に
、
②
中
小

企
業
へ
の
支
援
の
拡
充
、
③

非
正
規
労
働
者
へ
の
支
援
の

強
化
な
ど
３
点
を
共
産
党
都

議
団
が
申
し
入
れ
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
に
新
野
好
雄

氏
、
書
記
長
に
川
村
好
正
氏

を
再
選
。
15
人
の
役
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
「
会
」
の
喜

入
ヒ
ロ
ミ
事
務
局
長
は
、「
都

の
都
立
病
院
経
営
委
員
会
は

今
年
１
月
、
墨
東
病
院
を
含

む
８
か
所
の
都
立
病
院
の
経

営
形
態
を
一
般
地
方
独
立
行

政
法
人
へ
移
行
を
求
め
る
報

告
書
、
３
月
に
は
『
都
立
病

院
新
改
革
実
行
プ
ラ
ン
２
０

１
８
』
を
発
表
し
た
。
既
に

独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
た
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

ベ
ッ
ド
数
削
減
、
有
料
個
室

の
増
、
入
院
時
預
か
り
金
の

徴
収
な
ど
患
者
負
担
が
増
え

て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

講
師
の
是
枝
一
成
氏
は
、

全
日
本
民
医
連
調
査
の
「
手

遅
れ
死
亡
例
」
、

２
万
人
調
査
が
示

す
「
収
入
が
健
康

を
左
右
す
る
」
実

情
や
、
社
会
保
障

制
度
改
悪
の
内
容

と
経
過
を
投
影
画
面
で
わ
か

り
や
す
く
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
自
己
責
任
、
自

助
・
自
立
」
を
掲
げ
て
公
的

責
任
を
国
民
に
押
し
付
け
る

動
き
に
対
し
て
、「
国
民
に
生

存
権
、
国
家
に
は
生
活
保
障

の
義
務
が
あ
る
」
と
い
う
憲

法

25
条
と
、「
権
利
と
し
て

の
社
会
保
障
」
に
確
信
を
も

つ
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
、
他
の
都
立
病
院

を
守
る
会
や
地
域
住
民
と
協

力
し
て
運
動
を
さ
ら
に
進
め
、

都
議
会
宛
の
第
二
次
署
名
の

推
進
を
確
認
し
ま
し
た
。

共
産
党
都
議
の
あ
ぜ
上
三

和
子
、
河
野
ゆ
り
え
（
江
戸

川
区
）
両
氏
、
江
東
区
議
の

赤
羽
目
た
み
お
、
き
く
ち
幸

江
、
す
が
や
俊
一
、
山
本
真

の
各
氏
が
出
席
し
ま
し
た
。

1680(延宝8)年冬、芭蕉は門人の杉山

杉風の生簀の番小屋を改造し、一株の
さ ん ぷ う い け す

芭蕉を植えて住みこみました。その地

は広重が「名所江戸百景」で描いた

「みつまたわかれの淵」で、深川から

みると隅田川が新大橋と永代橋の間で

大きくわかれ、その一つは千代田区か

らの亀島川と「三また」になっていま

した。芭蕉庵そのものは、茅葺屋根の

六畳一間に板の間と台所と土間の簡素

なものでした。

芭蕉野分して盥に雨を聞夜哉
の わ き たらい き く よ か な

1682(天和2)年暮に芭蕉庵は焼失、翌

年の冬に再建されます。芭蕉は1684(貞

享元)年8月から「野ざらし紀行」に出

かけます。

野ざらしを心に風のしむ身哉
芭蕉庵に帰った翌年の1686(貞享3)年

には世に知られる名句をよみました。

古池や蛙飛こむ水のをと
と び

名月や池をめぐりて夜もすがら
1689(元禄2)年、「おくのほそ道」に

旅立つ芭蕉は、草庵を娘をもつ人に譲

りました。

草の戸も住かはる世や雛の家
す み

1692(元禄5)年5月、杉風らが芭蕉の

ためにその草庵の近くに芭蕉庵を新築

しました。その翌年の新大橋完成によ

みます。

有がたやいたゞひて踏はしの霜
ふ む

1694(元禄7)年7月、深川の草庵を出

た芭蕉は、10月12日に大阪で51歳の生

涯を閉じました。墓は大津市の義仲寺
ぎ ち ゅ う じ

にあります。

常盤1丁目の芭蕉記念館には、芭蕉真

筆の「枯枝に・・・」（注）の短冊、与

謝蕪村らの芭蕉肖像画、紀行文などの

陳列のなかに、芭蕉が大事にしていた

という石の蛙もあります。

（注）「枯枝に烏のとまりけり秋の暮」、この

句は芭蕉が草庵に住んでいた時の作品で、

当時は「桃青」を俳号としていました。

庭には、かつての芭蕉庵になぞらえた小さ

な草庵と句碑が建っています。
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改
訂 抄

10
月
４
日
、
江
東
区
職
員
労
働
組
合
は
第
67
回
定
期
大
会

を
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

全
労
連
地
域
労
働
組
合

こ
う
と
う
は
第
10
回
定
期

大
会
を
９
月
29
日
、
亀
戸

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

今
後
の
方
針
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

来賓あいさつするあぜ上三和子都議

新役員体制の紹介

「
都
立
墨
東
病
院
を
直
営
で
存
続
さ
せ
る
会
」
は
10
月
５

日
、
第
５
回
総
会
を
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
東
京
都

庁
職
員
労
働
組
合
病
院
支
部
、
同
墨
東
病
院
分
会
、
都
議
、

区
議
の
挨
拶
に
続
い
て
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
是
枝

一
成
氏
の
「
貧
困
に
よ
る
受
診
抑
制
と
医
療
崩
壊
の
現
状
」

と
題
す
る
講
演
の
後
、
署
名
な
ど
を
柱
と
す
る
今
後
の
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
関
係
団
体
か
ら
48
人
で
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
11
月
４
日
（
日
）
18
時
30
分
～

◆
江
東
市
民
連
合
一
周
年
の
つ
ど
い

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

○
11
月
５
日
（
月
）
18
時
30
分
～

◆
区
労
連
「
秋
の
学
習
と
交
流
の
つ
ど
い
」

（
産
業
会
館
）

○
11
月
９
日
（
金
）
19
時
～

◆
江
東
社
会
保
障
学
校

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル
）

○
11
月
10
日
（
土
）
10
時
～

◆
江
東
区
障
害
者
（
児
）
難
病
患
者
問
題

を
考
え
る
区
民
の
つ
ど
い

（
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
）

○
11
月
13
日
（
火
）
18
時
30
分
～

◆
江
東
革
新
懇
秋
の
学
習
交
流
会
「
憲
法

を
く
ら
し
に
活
か
す
地
方
自
治
」

講
師
：川
上
哲
（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
10
時
～

◆
江
東
区
高
齢
者
集
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
11
月
27
日
（
火
）
18
時
45
分
～

◆
江
東
区
民
集
会

（
猿
江
公
園
）

隅
田
川
を
の
ぞ
む
展
望
庭
園

の
芭
蕉
像


